
 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます 
 

コロナウイルスが秋にかけて日本では随分おさまっている気がします。オミクロン株が心配な今日

このごろですが、少しづつでも人と人が交流できるのは改めて有難さを感じます。 

やはり人は繋がりがあると、とても豊かだなと嬉しくなります。 

 

現在は個人社会で、昔と違って繋がりが無くてもある程度生きていけます。孤独で頼れず、頼られ

ずの時代です。そんな時代をもう一度見直して、人や地球やいのちとの繋がりがとても大切なことだ

と、今のコロナの社会をみると言われているような気がします。 

 

 親族はもちろん、友人、近所、自然、そして亡き人。繋がりをみつめる時間をもってみてはいかがでし

ょうか？お寺もそんな繋がりを感じるこころ安らぐ場所でありたいと思います。 今年もよろしくお願

い致します。 

 合掌 

 

「宇宙は私達に何をしてほしいだろう？」 

先日、こんな質問をうける授業がありました。「宇宙は、今、私たちをどう思っているのか？」 

 

コロナウイルスが流行り、「人類が多すぎる」からという声や、今の地球は「人新世」と呼ばれ、人を

中心とした地球に変わっているという声があります。 

 

そんな中、「宇宙や地球が、私達に何をしてほしいのか？」。 

 

改めて聞かれると、そんな事考えたこともないし、

大それた事なんて出来ないし、よくわからない。と思

えます。 

 

しかしコロナになり、色々考えさられます。 

今まで「人が集まる」という当たり前のように出来

た事ができなくなったことで、個人主義が進んでい

きますが、やはり繋がりが大切なのだと改めて実感

しました。 

「宇宙や地球が、私達に何をしてほしいのか？」。 

 

 

具体的にはわかりませんが、宇宙や地球

は私達に「幸せになってほしい」と願ってい

る気がいたします。 私達は地球から生まれ

た子供ですし、私達を生んでくれた先祖様も

また地球の一部です。 

また、地球に帰ったたくさんの死者たちが

「私達の幸せを願っている」とも思えます。 

 

そうした宇宙や地球、そしてたくさんの去

っていった死者たち。つまり、幸せを願ってく

れているこうした「大きないのちの」を思い

ながら、 

 

私達それぞれが、感謝し、すべての命と共に生きることが大切なのではないのかと思います。 

 

私達も自然の一部です、自然を大切にすることは自分を大切にすることです。他人も自然ともいえ

ます。調和しながら、他のいのちも、自らのいのちも大切に、繋がりながら、今を味わっていきていきま

しょう。 

 

困難な状況が続きますが、相互礼拝・相互供養。祈り合って助け合って生きる、住みやすい世の中に、

コロナの後は「よい社会になったね！」と繋がりの社会を目指していきましょう。  

 

そして「宇宙」、「仏さん」の声、

直感を信じ自分を信じて、出来る

ことをチャレンジしていきましょ

う！ 

 

南無大師遍照金剛 

   

 

 

 

 

 

 

知恩  謝恩  報恩 

 

檀信徒の皆様のご多幸を心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

福王寺だより 

 

令和四年 

 

さん  みつ

三  密 

高野山真言宗 福王寺 

網走郡津別町字柏町 

℡0152-76-2337 

http://fukuoji.info/ 

 

 

 



 

今年が年忌の年に当たる方は、右記の年に逝去された方々です。お位牌をご確認のうえ、ご法事を 

営なまれる場合の日時については早めにお寺にご相談下さい。家族そろって、恩に手を合わせる機

会を持ちましょう。 

 

 

 

 

 

 

令和四年度福王寺行事予定表 

 

 

※下座行は都合により日程が変更する場合がございます。その都度の案内でご確認下さい 

  新型コロナウイルスの状況をみながら行事を行います、都度案内致しますので、ご確認くださ

い。 

○御宝号念誦運動 毎月 21日はお大師様のご縁日。ご宝号をおとなえし、 

お大師様とのご縁を深めましょう。  

○本山 支所教区関係、及び婦人部、成年部等の行事についてはその都度ご案内します 。 

○毎週火曜日はご詠歌の練習日です。 午後１時半より、誰で自由に参加できます。 

お気軽にご参加ください。 

○檀信徒開放講座 密教禅 阿字観の実習 お写経 随時  
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